
（様式第４号） 上田市障害者施策審議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市障害者施策審議会  

２ 日   時 令和７年８月２８日 午後１時３０分から１４時４５分まで  

３ 会   場 上田市役所本庁舎５階大会議室  

４ 出 席 者 飯島委員、犛山委員、遠藤(謙)委員、遠藤(良)委員、上條委員、斉藤委員、清水委員、 

高木委員、中島委員、中村委員、橋詰委員 

 

５ 市側出席者 長田福祉部長、上田障がい者支援課長、山崎丸子市民サービス課長、清水真田市民

サービス課長、竹花武石市民サービス課長、原障がい者支援課長補佐、大木障がい

者支援担当係長兼庶務係長、橋詰主査、池田主事 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍聴者 ０人、記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和７年９月５日  

協  議  事  項  等 
 

１ 開  会（障がい者支援課長） 

 

２ 福祉部長あいさつ 

 

３ 委員及び事務局自己紹介 

 

４ 正副会長の選任について 

 

５ 正副会長あいさつ 

 

６ 協議事項  （司 会）会長 

（１）障がい福祉計画策定に向けたニーズ調査のためのアンケートについて（資料 1～5に基づき事務局よ

り説明。障がい者本人向け、障がい児の保護者向け、一般市民向けの３種類のアンケートを実施する） 

 ア アンケート概要、実施方法、実施期間について 

（委 員）アンケートの対象者について、障がい者本人、障がい児の保護者、一般市民の全ての区分で１

８歳から６５歳未満の方が対象なのか、それとも区分ごとに対象の年齢が異なるのか。資料ごとに回答者

の選択する年齢の範囲が異なっている。 

（事務局）障がい者本人あては、対象者を１８歳から６５歳未満に設定する予定である。 

（委 員）一般市民の区分について、どのように無作為抽出をするのか。これまでの経験から、世代ごと

に無作為抽出した方が、多様な意見を得られると考える。 

（事務局）多様な意見を得られるよう、世代が大きく偏らないような抽出をしていく。 

（委 員）障がい児の保護者の抽出は、世代を考慮しないという認識でよいか。 

（事務局）ご認識の通りである。 

 

 イ 障がい者本人向けのアンケート案について 

（委 員）サービス利用の有無の質問について、サービス名が大まかな分類名で示されているが、具体的

なサービス名にする方が分かりやすいのではないか。 

（事務局）紙面の関係上細かい説明を入れることは難しいが、別紙説明資料を入れるなど検討したい。 

（委 員）障がい者本人向けの障害者差別解消法と合理的配慮の説明はとても分かりやすいが、障がい児

の保護者と一般市民向けの説明は分かりにくいように感じる。障がい者本人向けの説明に合わせるなど検

討してほしい。 

（事務局）わかりやすい表現になるよう検討する。 

（委 員）障がい福祉サービスを利用していないと答えた方に理由を聞く質問を入れることができるか。 



（会 長）障がい福祉サービスを利用したいが利用することができないという方々の実態を把握するため

に、利用していない理由を伺いたいという質問でよいか。 

（委 員）ご認識の通りで、障がい福祉サービスを利用したいが利用することができていない方々の状況

を、私たち事業所も認識し、今後の事業につなげたいという意図である。 

（事務局）質問の追加を検討する。 

（会 長）アンケート結果を分析するときに、他の質問とクロス集計をすることで生活実態が分かり、ど

のような方が障がい福祉サービスを利用していないのか明らかになると考えるが、令和４年度の分析では

クロス集計をしていたのか、情報の提供をお願いしたい。 

（事務局）令和４年度の結果でも、問によってはクロス集計がされていた。集計を委託する業者が決定し

た段階で、クロス集計をする項目について打ち合わせをしていきたい。 

（委 員）資料２の問９選択肢①について、「幼い頃から」と「日頃から」が一文の中に書かれていると、

文章的にわかりづらく感じる。また、資料２の問１０選択肢②について、支援を「あまり受けていない」

というのは判断基準が難しい。「受けている」「受けていない」のみにしてよいのではないか。 

（会 長）選択肢の内容で、回答者が困る可能性があるため、事務局で分かりやすくなるよう検討いただ

きたい。 

 

 ウ 障がい児の保護者向けのアンケート案について 

（会 長）放課後対策の実態把握や要望を伺う内容を加えることについて、検討してほしい。特別支援学

級に通う生徒が児童クラブの利用が難しく、放課後等デイサービスを利用していることから、このサービ

スは満床状態となっており、子どもたちが放課後の支援を受ける体制が整わない状況が目に見えている。

ご家族の方々が、そのような状況をどう感じているのか伺い、傾向を掴むことができれば、計画の策定に

役立つのではないか。ぜひ勘案していただきたいと思い、提案した。 

（事務局）設問の追加を検討する。 

 

 エ その他 

（会 長）審議会終了後に気づいたことがある場合は、意見を述べる期間があるのか。 

（事務局）今回いただいた意見を基にアンケートを修正し、委員の皆様に送付する。そのときに、ご意見

をいただく用紙を入れてお送りするので、内容を確認していただき、返送していただきたい。 

 

（２）その他 

（事務局）  

・うえだ手話言語情報コミュニケーション条例制定５周年記念関連事業について 

 ・上田市内の B型事業所の指定取り消し処分について 

 

７ 事務連絡 

 

８ 閉  会（障がい者支援課長） 

 

 


